
　

文
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さ
く
ら
が
わ

〉〉〉おもちゃお売りください。

古物商許可・茨城県公安委員会　第４０１２２００００５１１号
お電話はお気軽に ☎090‐3040‐4115

ご不要なおもちゃ、 捨てる前にぜひお電話を！
こちらから、 お伺いいたします。
ご好評により、高めに買取りしております。

（仮）こどもブロック研究所　増田俊伸
桜川市大国玉2056-1　10時～19時（不定休）

ウルトラマン ・ 怪獣 ・ ブロック ・ 戦隊ヒーロー ・ リカちゃん人形 ・
仮面ライダー ・ 合体ロボット ・ LEGO ・ プラモデル ・ 本など・・・

曜日
時間

9：30～12：30
（受付は12：00まで）

14：30～19：00
（受付は18：30まで）

月  火  水  木  金  土  日

○  ○  休  ○  ○  　  休

○  ○  休  ○  ○  休  休

▼診察時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

パワーマート岩瀬店前
☎70-4618

ナ　   オ　　　   シ　   ロ　   イ　   ハ

とびた歯科クリニック

9：00

～

12：30

とびた歯科クリニック

 休  ○  ○  休  休

診察致します。

ニック 検索
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